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　自己ベスト目指して
　　第39回町小体連陸上大会
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▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

１（木）
２（金）
３（土）
４（日）
５（月）
６（火）

７（水）

８（木）
９（金）
10（土）
11（日）
12（月）
13（火）
14（水）
15（木）
16（金）
17（土）
18（日）
19（月）
20（火）
21（水）
22（木）
23（金）
24（土）
25（日）
26（月）
27（火）
28（水）
29（木）
30（金）
31（土）

※行事の変更等は、行政放送、情報メール、ホームページ等で
　お知らせします。

子宮・乳がん検診

男性ドック健診

河川清掃

3歳児検診

献血（役場ロビー）

すこやか相談

リトミック教室

ベビーマッサージ

女性ドック健診

モルック金山大会

読み聞かせ・お話会

離乳食講座

特定健診

新型コロナウイルスワクチン接種

新型コロナウイルスワクチン接種

新型コロナウイルスワクチン接種

新型コロナウイルスワクチン接種

すこやか相談

夏の安全県民運動（～ 8/20）

県中学総体（陸上）

心の健康相談

離乳食講座個別相談

７月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆公式LINEアカウントができました！

◆知ってほしい「介護保険のこと」

◆金山町体育協会が名称変更し再スタート

◆東京オリンピック聖火リレー

◆まちのわだい

　金山町小体連陸上大会

　交通安全母の会が交通事故防止を呼びかけ

　明安小で救急救命講座

　最上地区小体連陸上大会で優勝

　人権擁護委員の柴田さんが表彰状を受賞

◆ほっとクリニック・防災コラム

　脳卒中・熱中症にご注意を！

◆お知らせ掲示版

◆図書室だより・地域おこし協力隊通信

　東京金山会通信・ぶんげい

◆キラリ金山ビト

P３

P４

P６

P７

P８

P10

P12

P14

P16

晴天に恵まれた６月２日、今年度で最後となる第39回町小体
連陸上大会が明安小学校で開催されました。町内３校の児童ら
は、自己ベスト目指して力の限り競技に打ち込みました。

＝今月の表紙＝
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診

○小

○疼
○小

○夕

○小

○疼
○小
○夕
○小

○疼
○小
○夕

○疼
○小
○夕
○小

・金山町公式LINEからのお知らせ等を受け取るために
は、LINEアプリへのアカウント登録が必要です。
・金山町公式LINEは、情報の発信を主な目的とするた
め、原則として利用者の皆さんからのコメントに対
し、個別の対応は行いませんのでご理解くださいます
ようお願いします。
・LINE（株）の個人情報の取り扱いに関する一部報道が
ありましたが、国のガイドライン（令和３年４月30日
付け）に基づき、個人情報や機密性を要する情報を取
り扱わないサービス利用を行っていきます。
・運用方針などは、町ホームページをご覧ください。

金山町

公式ＬＩＮＥアカウント
はじめました！

金山町公式LINEアカウントを開設し、７月より運用を開始します。
イベント情報や各種申請のお知らせ、防災や子育てなどに関する行政情報を配信します。
この機会にぜひ友だち登録をお願いします！

▼配信トーク画面イメージ図 アカウント名は【山形県金山町】
登録はとってもカンタン！

QRコードから友だち追加

１．LINEアプリの「友だち追加」
２．「QRコード」を起動
３．「山形県金山町」を追加

ID検索から友だち追加

１．LINEアプリの「友だち追加」
２．「ID/電話番号」でID入力
３．「山形県金山町」を追加

LINE ID

＠122drzig

問　役場総務課　広報情報係　☎52－2111（内線225）



　
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
介
護
老
人
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
や
介
護
老
人

保
健
施
設
等
に
入
所
し
て
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
で
す
。

　
令
和
３
年
３
月
末
現
在
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
が
約
３
６
０
人
、
う
ち
施
設
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
が
１
２
０
人
で
あ
り
、
県
内

で
も
特
に
高
い
水
準
で
今
後
し
ば
ら
く
の

間
、こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
見
込
み
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
家
庭
で
の
介
護
の
在
り
方
も
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
独
居
な
ど
高
齢

者
世
帯
の
方
が
、
遠
方
に
住
む
子
ど
も
た
ち

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
も
で

き
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
頻
繁
に
移
動
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
支
援
が
行

き
届
か
ず
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
安
心
安
全
な
居
場
所
と
し
て
施
設
を

選
択
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

病
気
な
ど
で
入
院
し
た
場
合
も
、
面
会
規
制

な
ど
に
よ
り
、
支
援
者
が
本
人
の
状
態
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
主
治
医
と
の
退

院
後
の
調
整
が
難
し
く
な
り
、
結
果
と
し
て

自
宅
へ
の
帰
宅
を
断
念
し
施
設
入
所
を
選
択

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

市
町
村
か
ら
受
け
る
認
定
を
「
要
介
護
・
要

支
援
認
定
」
と
い
い
ま
す
。
認
定
調
査
と
主

治
医
意
見
書
に
基
づ
く
一
次
判
定
と
、
介
護

認
定
審
査
会
の
審
査
・
判
定
で
あ
る
二
次
判

定
を
経
て
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
程
度
で

あ
る
要
介
護
度
が
決
定
し
、
実
際
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
末
現
在
の
65
歳
以
上
の
要

介
護
認
定
率
は
18
・
２
％
、
今
後
３
〜
５
年

の
間
に
最
大
で
20
％
程
度
ま
で
上
昇
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
４
）

　
そ
の
中
で
も
、
最
初
の
要
介
護
認
定
で
要

介
護
３
〜
５
と
認
定
さ
れ
る
方
が
40
％
近
い

こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
。
要
介
護
３
以
上

と
は
「
日
常
生
活
全
般
に
介
護
を
要
す
る
状

態
」
で
あ
り
、
何
ら
か
の
支
援
が
頻
回
に
必

要
な
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
本
人
や
家
族
の

頑
張
り
に
よ
っ
て
、
身
の
回
り
の
こ
と
が
で

き
る
ま
で
に
回
復
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
継
続
し
た
介
護
が
必
要
な
場
合
も
多
い

の
で
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合

で
も
、
病
状
の
悪
化
や
新
た
な
病
気
に
よ
り

急
性
期
病
棟
に
入
院
し
た
場
合
な
ど
急
性
期

医
療
等
が
必
要
な
場
合
は
、
原
則
と
し
て
医

療
保
険
か
ら
の
給
付
が
優
先
さ
れ
、
そ
れ
以

外
の
介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が

重
な
る
部
分
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
優

先
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
介
護
保
険
が
医
療
保
険
に

優
先
す
る
部
分
が
多
く
あ
る
の
で
す
。
入
院

し
た
と
き
に
「
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
か
？
」
と
病
院
の
職
員
に
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
な

の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
県
立
新
庄
病
院
や
新

庄
徳
洲
会
病
院
等
で
の
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
が

終
了
し
、
退
院
と
な
っ
て
自
宅
に
帰
る
際
、

生
活
で
き
る
十
分
な
体
力
が
戻
っ
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
た
と
き
、
町
立
金
山
診
療
所
に

入
院
し
て
更
に
回
復
を
目
指
し
な
が
ら
今
後

を
検
討
す
る
選
択
も
可
能
で
し
た
。し
か
し
、

無
床
化
に
よ
り
、
町
外
の
医
療
機
関
で
入
院

を
続
け
る
か
、自
宅
に
戻
る
か
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
検
討
す
る
か
、
と
い
う
選
択

を
よ
り
早
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
心
理
的
負
担
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
、
医
療
機
関
へ
の
入
院
期
間

は
短
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
避
け
て
は

通
れ
な
い
問
題
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
、
自
宅
で
の

介
護
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
町
立
金
山
診

療
所
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護
な
ど
を
利
用
す
る
方
が

増
え
る
こ
と
を
想
定
し
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

量
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
と
高
齢
者
人
口
の
増
加
を
避
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
に
は
、

介
護
給
付
費
を
抑
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
『
健

康
寿
命
の
延
伸
』
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の

カ
ギ
と
な
る
の
は
『
今
後
の
要
介
護
認
定
者

数
の
推
移
』
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、『
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
〜
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
〜
』
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

す
。

　
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

「
介
護
の
社
会
化
」
を
目
的
と
し
て
平
成
12

年
（
２
０
０
０
年
）
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
介

護
保
険
制
度
は
、令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

に
20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
金
山
町
で
は
高
齢
化
率
が
30
％

を
超
え
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お

り
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令
和

７
年
（
２
０
２
５
年
）、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
が
65
歳
以
上
と
な
る
令
和
22
年
（
２
０
４

０
年
）
に
は
、
町
の
総
人
口
及
び
現
役
世
代

人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
、
高
齢
者
人
口
の

ピ
ー
ク
が
到
来
す
る
見
込
み
で
す
。（
図
１
）

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
は
、
近
い
将
来
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え

る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
状
況

が
こ
の
ま
ま
続
く
と
仮
定
し
た
場
合
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
と
介
護
給
付

費
及
び
介
護
保
険
料
の
更
な
る
上
昇
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
介
護
給
付
費
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
の
自
己
負
担
分
を
除
い
た
介
護

保
険
が
負
担
す
る
給
付
費
（
９
〜
７
割
）
の

こ
と
で
す
。（
図
３
）

　
今
年
４
月
か
ら
の
金
山
町
の
介
護
保
険
料

（
基
準
額
）
は
、
３
年
前
と
比
較
し
て
県
内

で
最
大
の
増
加
率
と
な
り
、
一
番
高
い
７
９

０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

❶
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
要
介
護
認
定
者

の
約
30
％
で
推
移
し
続
け
る
こ
と
。
ま
た

独
居
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ
り
家
で

介
護
が
で
き
ず
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
さ
ら
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

❷
最
初
の
介
護
認
定
で
要
介
護
３
〜
５
と
重

く
認
定
さ
れ
る
方
が
約
40
％
弱
と
高
い
状

況
で
あ
る
こ
と
。

❸
町
立
金
山
診
療
所
の
無
床
化
に
よ
り
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
看
護
な
ど
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
で
補
う
部
分
が
出
て
く
る
こ

と
。

広報かねやま　2021.7 ④広報かねやま　2021.7⑤

知ってほしい
のこと介護保険

「広報かねやま６月号」において、介護保険料の上昇の主な要因３つをお知らせしました。
今月号では、その主な要因の理由について考えていきます。

金
山
町
の
介
護
保
険
20
年

介
護
保
険
料
上
昇
の
主
な
要
因

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

さ
ら
に
見
込
ま
れ
る
こ
と

健
康
寿
命
の
延
伸
が
カ
ギ

理由
❶

最
初
の
要
介
護
認
定
で

重
く
認
定
さ
れ
る
方
が

多
い

理由
❷

診
療
所
の
無
床
化
に
よ
り

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
補

う
部
分
が
出
て
く
る
こ
と

理由
❸

（図１）金山町人口（推計と推移）
【資料】～H27国勢調査、H30～住民基本台帳（10月1日現在）

（図４）要支援・要介護認定者数（推計と推移）
【資料】介護保険事業報告（R2は、10月月報数値）

（図２）介護保険料と標準給付見込額の推移

（図３）介護給付費の財源内訳
　　　　自己負担分以外は公費と保険料で賄われる



　
金
山
町
体
育
協
会
は
、
６
月
１
日

に
総
会
を
開
催
し
、
規
約
を
改
正
。

「
金
山
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
新
会
長
に
丹
正
之
さ

ん（
稲
沢・野
球
連
盟
会
長
）が
就
任
。

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
日
本
体
育
協
会
、
山
形
県
体
育
協

会
が
す
で
に
「
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
に

名
称
を
変
更
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

あ
わ
せ
て
最
上
管
内
の
７
町
村
体
育

協
会
も
す
べ
て
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
新
会
長
に
就
任
し
た
丹
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
効
果
や
健
康
の
維
持
、
生
き
が
い

と
し
て
の
実
践
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
チ
カ
ラ
」

が
あ
り
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、

前
身
の
体
育
協
会
の
理
念
を
継
承
し

つ
つ
、「
観
る
ス
ポ
ー
ツ
」「
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
」分
野
で
の
裾
野
を
広
げ
、

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら

日
常
の
一
部
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
金
山
健
康
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
地
域
・
地
区
の
活
性
化
に
寄
与

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
し
て

活
動
を
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
い
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
。
１
年
の
延
期

を
経
て
、「H

ope
 Lights O

ur 
W
ay

（
希
望
の
道
を
、つ
な
ご
う
。）」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
「
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目

を
迎
え
る
福
島
県
を
３
月
25
日
に
ス

タ
ー
ト
し
、
１
２
１
日
間
を
か
け
て

日
本
全
国
を
巡
り
ま
す
。

　
聖
火
リ
レ
ー
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・

オ
リ
ン
ピ
ア
の
太
陽
光
で
採
火
さ
れ

た
火
を
、
ギ
リ
シ
ャ
国
内
と
開
催
国

内
で
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
開
会
式
ま
で

つ
な
げ
る
も
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
理
想
を
体
現
し
、
開
催
国
全
体
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
広
め
、
関
心
と
期

待
を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
開
会
式
当
日
に
、
最
終

ラ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
メ
イ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
に
点
火
さ
れ
た
聖
火
は
、
大
会

終
了
ま
で
灯
し
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
聖
火
は
、
６
月
６
日
に
山
形
県
に

引
き
継
が
れ
、
２
日
間
を
か
け
て
50

人
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
県
内
21
市
町

を
リ
レ
ー
し
、
希
望
の
灯
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。
金
山
町
か
ら
は
、
２
日
目

の
７
日
、
新
庄
駅
前
通
り
の
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
岸
益
幹
さ
ん

（
片
貝・新
庄
北
高
３
年
）が
リ
レ
ー
。

沿
道
に
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
聖

火
が
つ
な
が
れ
る
様
子
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。
岸
さ
ん
は
「
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
を
通
し
、
い
つ
も

応
援
し
て
く
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
に

恩
返
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
走
り
た

い
」
と
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
志
望
。
延

期
を
経
て
晴
れ
の
舞
台
を
走
り
終
え

た
岸
さ
ん
は
「
走
っ
た
時
間
は
２
分

と
一
瞬
で
し
た
が
、
金
山
町
の
代
表

と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
楽
し
く
走
る

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

関
係
者
の
方
々
、
走
ら
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

思
い
を
語
り
ま
し
た
。
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「金山町スポーツ協会」として新たなスタート！つないだ聖火　希望への道――
金山町体育協会が名称変更

■スポーツの普及・強化　　■スポーツ指導者の養成
■小学生・中学生・高校生の支援
■優秀選手・功労者の表彰　■観るスポーツのＰＲ
■支えるスポーツの推奨　　■地域・地区の関係人口増

所属団体と加盟状況、活動場所は以下のとおりです。
新しい加盟団体も募集中です！

① 金山町野球連盟　会長  丹 正之　
　 10チーム　約180名所属　町民グラウンド

② 金山町ソフトボール連盟　会長  岸 祐司　
　 ３チーム　約60名所属　町民グラウンド

③ 金山町柔道連盟　会長 村松寛司　
　 約20名所属　新庄南高金山校体育館

④ 金山町グラウンド・ゴルフ協会　会長  須賀 勇　
　 約60名所属　グリーンバレー神室、金山川河川公園等

⑤ 金山町ターゲット・バードゴルフ協会　会長  矢作 亮
　 約30名所属　グリーンバレー神室、金山川河川公園等

お問い合わせ
　 事務局　金山町中央公民館内　℡５２－２９０２

・観るスポーツ
　　プロスポーツや企業／クラブチーム等を会場やメディア等で
　　応援する楽しみ方
・支えるスポーツ／
　　チームやイベント等のスタッフやボランティア活動や寄付・
　　募金等を行う活動。

新金山町スポーツ協会の主な活動

■■金山町スポーツ協会加盟団体■■

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

会
員
募
集
中
で
す
！

金山町スポーツ協会
丹 正之 会長

東京2020 オリンピック聖火リレー 

１_ トーチを掲げて新庄駅前を走る岸さん

２_ 走行前に笑顔を見せる岸さん「緊張している」と話して

　　くれました

３_ トーチキスで聖火をつなぐ

４_ サポートランナーの髙橋灯里さん（金山中１年・三枝）

　　と丹美由紀さん（宮）

１

３ ２

４

ＰＲ用のポロシャツを作製します。
爽やかな青色です！

ソフトボール連盟大会の様子。
和気あいあいと活動しています！



まちの
わだい

５年男子

６年男子

５年女子

６年女子

女子男子

走幅跳 走高跳ジャベリックボール
投げ

【男子】1000ｍ
【女子】　800ｍ100ｍ順位

優秀選手賞400ｍリレー順位

●笹原夏鈴（５年女子ジャベリックボール投げ）

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　長年にわたる人権の擁護と人権思想の普及高揚に貢献し
たことが評価され、人権擁護委員の柴田幸雄さん（下野明）
に全国人権擁護委員連合会長から表彰状が贈呈されまし
た。柴田さんは、平成24年に着任され、地域の皆さんか
らの人権に関する相談を受けたり、問題解決のお手伝いな
どの活動に取り組まれています。「今後も皆さんの役に立
つ活動に励みたい」と話してくれました。

　６月17日、明安小学校の４～６年生と教職員が救急救
命講習を受講しました。講習では、倒れている人への声が
け、AEDの操作方法などを実際に体験。児童たちは、心
臓マッサージの力加減に苦戦しながらも真剣に取り組みま
した。正野柚稀さん（５年）は「難しかったけれど、今日
学んだことを忘れないようにして、人が倒れていたら命を
助けるために行動したい」と振り返っていました。

　町内の小学５・６年生（76人）が出場した小体連陸上記
録大会が６月２日、明安小学校グラウンドを会場に行われ
ました。学校の垣根を越えて、ともに戦う仲間たちに拍手
で応援する姿も見られたこの大会も今年で最後。各種目に
おける３位までの入賞者を紹介します（敬称略）。

　６月５日、第37回最上地区小学生陸上競技大会が、新
庄市陸上競技場で開催され、金山小６年伊藤大地さん（内
町）が男子走り高跳びで優勝。有屋小６年柴田輝隆さん（柳
原）が男子ジャベリックボール投げで優勝に輝きました。
また、男女混合リレー競技で金山スポ少（６年・須藤琉希
志さん、６年・碇屋舞さん、５年・堀來望さん、６年・樋
渡暖來さん）が３位に入賞し、７月に県総合運動公園陸上
競技場（天童市）で開催される山形県大会出場を決めまし
た。おめでとうございます。県大会での活躍を期待します。

　６月14日、町交通安全母の会から金山中及びに新庄南
高金山校の１年生50名に「マスクと除菌ジェルセット」
が贈られました。これからの時期は交通事故の多発が懸念
されるため、中高生を対象に実施。星川美紀子会長は「コ
ロナの影響で、学習や活動の縮小を余儀なくせざるを得な
い状況にあるが、感染防止に役立てていただき、交通事故
にも十分に気を付けてほしい」と話していました。

▼心臓の位置や力加減を教えてもらいながら実践した

▼星川美紀子会長が金山中髙橋校長先生に啓発物品を手渡した

▲人権の大切さを多くの人に知ってほしいと話す柴田さん

１_伊藤さん（走り高跳び）　2_柴田さん（ジャベリックボール投げ）

明安小学校で救急救命講習
緊急時の人助けを学ぶ

交通安全母の会マスク除菌セットを贈呈
交通事故防止啓発のため

人権擁護委員の柴田幸雄さん
全国人権擁護委員から表彰状贈呈

最後の金山町小体連陸上
大盛り上がりで幕を閉じる

最上地区小学生陸上大会
お見事！県大会出場を決める
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1 ２

星川亜唯斗（金山小）

阿部萊琉楓（金山小）

栗田真任（金山小）　

須藤琉希志（金山小）

伊藤大地（金山小）　

樋渡暖來（金山小）　

星川瑠那（明安小）　

佐藤嘉乃（金山小）　

堀來望（金山小）　　

碇屋舞（金山小）　　

小沼れい（有屋小）　

柴田舞子（有屋小）　

金山小Ａ

金山小Ｂ

有屋小

星川亜唯斗（金山小）

矢口竜士（有屋小）　

阿部萊琉楓（金山小）

樋渡暖來（金山小）　

神沼天希（金山小）　

髙橋優翔（金山小）　

星川瑠那（明安小）　

小野樹里（金山小）　

小野葉月（金山小）　

小沼れい（有屋小）　

細谷莉心（有屋小）　

吉田倖乃（金山小）　

金山小Ａ

有屋小

明安小

栗田真任（金山小）　

沼澤丞（明安小）　　

柏倉瑞樹（金山小）　

柴田輝隆（有屋小）　

小野莞汰（金山小）　

沼澤椋（金山小）　　

笹原夏鈴（明安小）　

矢口こころ（有屋小）

今井心虹（金山小）　

小沼佑瞳（金山小）　

碇屋舞（金山小）　　

丹希未（有屋小）　　

三上柊（有屋小）　　

池田祷真（有屋小）　

小野陽汰（金山小）　

須藤琉希志（金山小）

阿部優翔（有屋小）　

―――――

佐藤嘉乃（金山小）　

柴田心春（金山小）　

柴田茉乃（有屋小）　

柴田舞子（有屋小）　

後藤瑠楓（明安小）　

矢口利都（金山小）　

――――

――――

――――

矢口敢太（有屋小）

伊藤大地（金山小）

樋渡千尋（金山小）

青柳胡桃（明安小）

井上そら（金山小）

小沼未來（有屋小）

沼澤仁心（明安小）

伊藤祐佳（金山小）

―――――



「
川
の
防
災
情
報
」
で

　
　
水
位
の
確
認
を
！

　
国
土
交
通
省
「
川
の
防
災
情
報
」
で
は
、
金
山
川
・

上
台
川
の
水
位
や
神
室
ダ
ム
・
桝
沢
ダ
ム
の
状
況
を
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、

雨
の
状
況
や
川
の
水
位
と
危
険
性
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山
形
県
で
は
「
河
川
・
砂
防
情
報
」
を
運
用

し
て
お
り
、
気
象
情
報
や
水
位
情
報
に
加
え
、
土
砂
災

害
や
雨
量
情
報
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
梅
雨
や
台
風

な
ど
大
雨
が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
で
状
況
を
確
認
し
、
避
難
判
断
の
参
考
と
し
て

く
だ
さ
い
。 第９回
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心
で
は
、
身
の
回
り
の
全
て
の
物

が
感
染
源
で
あ
り
、
感
染
の
拡
大

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、
人
流
が
以
前

の
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
こ
こ
、

金
山
町
で
も
蔓
延
化
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
の
う
ち
か

ら
状
況
を
想
定
し
、
除
菌
・
手
洗

い
・
換
気
等
の
習
慣
化
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
賢
明
か
と
思
い
ま

す
。

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
遮
蔽
、
接
触

感
染
に
は
除
菌
）
が
考
案
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
社
会
が
動
い
て
い

る
た
め
、
人
流
を
押
さ
え
き
れ
ず

結
果
新
た
な
感
染
者
が
高
止
ま
り

の
状
況
の
中
、
増
え
続
け
て
お
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
寿
命
は
付

着
す
る
物
、
形
状
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
、
除
菌
を
行
っ
て
い

な
い
場
合
、
身
近
な
も
の
で
は
、

硬
貨
で
は
４
時
間
・
紙
幣
で
は
４

日
・
木
片
や
布
で
は
２
日
・
金
属

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス
類
で

は
３
〜
４
日
・
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
で
は
７
日
以
上
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
除
菌
が
不
十
分
な
場
合
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
れ
だ
け

の
時
間
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。そ
し
て
人
体
へ
、目・鼻・

口
か
ら
侵
入
し
、
好
む
と
言
わ
れ

る
肺
で
増
殖
し
ま
す
。
更
に
、
感

染
者
が
媒
体
と
な
り
、
感
染
拡
大

が
加
速
し
て
い
ま
す
。
蔓
延
化
し

た
場
合
、
空
気
中
で
の
拡
散
お
よ

び
飛
沫
に
よ
り
、
身
の
回
り
の
あ

ら
ゆ
る
物
へ
の
付
着
が
想
定
さ

れ
、
触
れ
る
も
の
全
て
が
感
染
源

と
な
り
ま
す
。
蔓
延
化
の
進
む
都

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.149ほ

迫りくる
コロナウイルス

町立金山診療所
　　診療放射線主査　柴田寿彦

　
一
昨
年
の
暮
れ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
報
道
が
流
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
世
界
中
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
い
ろ
ん
な
情
報
が
報
道
さ

れ
、
ワ
ク
チ
ン
も
開
発
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、変
異
株
も
次
々
と
出
現
し
、

感
染
者
も
着
実
に
増
え
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
感
染
経
路
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
対
策
（
空
気
感
染
に
は

換
気
、
飛
沫
感
染
に
は
ソ
ー
シ
ャ

脳卒中の症状としては
□片方の手足、顔半分の麻痺、しびれが起こる　　
（手足のみ、顔のみの場合もあります）
□ろれつが回らない、言葉が出ない、他人の言うこ
とが理解できない
□力はあるのに立てない、歩けない、ふらふらする
□片方の目が見えない、物が二つに見える、視野の
半分が欠ける
□経験したことのない激しい頭痛がする

脳卒中が疑われたら・・・
「119番」または「#8000・#8500」へお電話を！

□夏期の気温、湿度が高い中でのマスク着用は、喉の渇きが感じにくい傾向があります。こまめな水分
補給を心掛けるようにしましょう。
□冷房時でも換気扇や窓開放は必要です。室内温度が高くなるので、エアコンの温度をこまめに調整し
ましょう。
□日頃の体温測定や健康チェックは、熱中症を予防する上でも有効です。体調が悪いと感じたときは、
無理せず静養するようにしましょう。
□３密（密集・密閉・密接）を避けつつも、熱中症になりやすい高齢者、子ども、障害者への目配り、
声掛けをするようにしましょう。

『新しい生活様式』における熱中症に注意しましょう

問 役場健康福祉課　健康係
　 ☎ 52－2111（内線265・267）
　 最上広域市町村圏事務組合消防本部
　 ☎ 0233－22－7521

高齢者、子ども、障がい者は、熱中症になりやすいので十分に注意しましょう。
３密（密集、密接、密閉）を避けつつ、周囲の方からも積極的な声かけをお願いします。

山形県救急電話相談「♯8000・♯8500」
●相談日：毎日　　●相談時間：19時～翌朝８時
専門的な知識と経験を有する看護師が様々なアドバ
イスをしてくれる救急電話相談です。
•15歳未満の方→♯8000（小児救急電話相談）
•15歳以上の方→♯8500（大人の救急電話相談）
※詳細については山形県のホームページに掲載され
ています。

新型コロナウイルスの感染経路として
飛沫感染のほか、接触感染に注意が必要です

【川の防災情報】
　https://www. river.go.jp/index
【河川・砂防情報】
　http://www. kasen.pref.yamagata.jp/

【河川・砂防情報】 【川の防災情報】

人は、無意識に
顔を触っています！
（目・鼻・口など）
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お知らせ掲示板

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助
成
し
ま
す

▼
内
容　
　
一
人
一
回
上
限
額
は
１
万
５
千
円

対
象
者
が
医
療
機
関
で
行
っ
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
の
額
を
助
成

▼
対
象
者　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

無
症
状
の
方
、
感
染
不
安
要
素
が

あ
る
方

▼
期
間　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た

検
査
が
対
象

※
対
象
者
の
詳
細
等
は
、

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

問　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
係　

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
６
７
）

自
衛
隊
採
用
説
明
会
の
ご
案
内 

採
用
に
つ
い
て
地
域
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
７
月
31
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら

▼
場
所　
「
ゆ
め
り
あ
」
花
と
緑
の
交
流
広
場

▼
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

問　
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

　
　
☎
22

－

５
０
５
７

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

▼
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付　
７
月
１
日
（
木
）〜
９
月
10
日
（
金
）

▼
試
験　
９
月
17
日
（
金
）
又
は
18
日
（
土
）

問　
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

　
　
☎
22

－

５
０
５
７

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」に
よ
る

結
婚
相
談
会

▼
日
時　
７
月
10
日
（
土
）
13
時
〜
17
時

▼
会
場　
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
最
上
支
所
（
新
庄
市
若
葉
町
）

▼
申
込　
７
月
８
日
（
木
）

問　
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
最
上
支
所

　
　
☎
29

－

８
３
８
０

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は

お
電
話
を
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

▼
電
話　
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

▼
受
付　
月
〜
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
　
　
　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分

問　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
８

求
職
者
の
生
活・就
労
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

生
活
・
住
ま
い
・
就
労
な
ど
の
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
当

日
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
日
程　
７
月
29
日
（
木
）〜
31
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
17
時

▼
電
話　
０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
９
６
７

▼
費
用　
相
談
無
料

問　
山
形
県
産
業
労
働
部
雇
用
・
コ
ロ
ナ
失
業

対
策
課

　
　
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
１
１

生
産
性
向
上
支
援
訓
練
の
案
内

▼
対
象　
事
業
主
か
ら
指
示
を
受
け
た
在
職
者

▼
日
時　
７
月
22
日
（
木
）、
23
日
（
金
）

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所　
「
ゆ
め
り
あ
」
２
階
会
議
室

▼
内
容　
業
務
に
役
立
つ
表
計
算
ソ
フ
ト
の
関

数
活
用

▼
受
講
料　
３
，
３
０
０
円
（
教
材
費
込
）

▼
申
込　
７
月
８
日
（
木
）
ま
で

問　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

　
　
生
産
性
向
上
人
材
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

２
０
０
８

８月２日（月）まで
忘れずに納付しましょう！

◆固定資産税　第２期
◆国民健康保険料　第１期
◆介護保険料　第１期

◆後期高齢者医療保険料　第１期

今月の納期

俳優・井浦新、金山を撮る。
俳優・井浦新さん（父が白鷹町出身）が、金山町を
撮り下ろした写真集が販売されます。古く新しい
「町」の姿と守り続けてきた伝統の「祭」を全身全
霊で捉えた写真と、井浦さんならではのあたたかな
目線が綴るエッセイは、「とある町の風景の本」を
こえて、誰にとっても懐かしい詩情をたたえた一冊
となっています。険しい山を登りながら祈りを捧げ
る「お山掛け」に参加し撮影した、貴重な祭祀の様
子も収められています。

●町と祭　ー山形・金山ー
　井浦新　写真紀行
●発売日
　７月12日（予定）
●町内では、マルコの蔵で
　取り扱う予定です。
　詳細は、下記までお問い
　合わせください。

問 金山町観光協会
　 ☎ 52－2111（内線402）

国民健康保険にご加入の皆様へお知らせです！

　医療機関等の窓口でのお支払いが高額な負担と
なった場合は、自己負担限度額を超えた分が払い
戻される「高額療養費制度」があります。しかし、
あとから払い戻されるとはいえ、一時的な支払は
大きな負担になります。「限度額認定証」を提示
することにより、１か月の窓口でのお支払いが自
己負担限度額までとなります。
　なお、この限度額適用認定証等の有効期限は、
毎年７月31日となっております。引き続き医療
機関に入院される場合、または、外来等で高額な
医療費の支払いが見込まれる方は、7月下旬以降
に役場医療介護係で更新の手続きをお願いしま
す。

　今お持ちの国民健康保険被保険者証の有効期限
が７月31日となっています。更新の手続きは必
要ありません。７月下旬に８月１日からの新しい
国民健康保険被保険者証を送付しますので、差し
替えをお願いします。

【お問い合わせ】
役場健康福祉課医療介護係　☎52－2111（内線269）
最上地区広域連合　　　　☎29－6111

国民健康保険限度額適用認定証等の更新 国民健康保険被保険者証の更新

金山町マイナンバーカード取得促進キャンペーン企画
マイナポイント事業は、４月末日をもって終了しましたが、引き続き町独自のキャンペーンを企画しました！

抽選で美杉ちゃん商品券をプレゼントします！
カード申請期間：５月１日～９月30日

５千円分
５名

１万円分
３名

３千円分
15名

応募しめ切り：10月12日まで！
※当選発表は抽選のうえ、当選された方へご連絡させていただきます。

5/1以降既に
＼申請済の方もOK／

応募対象
•金山町に住所のある方
•令和３年５月１日～９月
30日（期間中）にカード
を申請した方

応募方法：窓口で応募用紙記入
•窓口申請の方…申請時、
　　　　　　　　またはカード交付時
•ＷＥＢ申請の方…カード交付時
＊申請受付完了のメール受信日を確認

マイナンバーカードでできること
①身分証明書として
②保険証として（秋頃予定）
③自宅で確定申告(e-tax)

　【４月末までに申請をされた方】マイナポイント事業対象となります。ポイント予約されていない方は窓口で申し込みできます。
問 役場町民税務課　住民係　☎ 52－2111（内線247）

これから申請
される方



僕はぬいぐるみのクマ。初めて手紙をもらったんだ。本

物のクマから手紙を！そりゃあもう、いい日だったよ！

バスに乗って、運転手さんにクマに会いに行くんだよっ

て言ったら、乗せてくれたんだ。そりゃあもう、いい日

だったよ。

ロープウェイの係の人もとっても優しかったよ。そりゃ

あもう、そりゃあもう！

ぬいぐるみのクマが、手紙をくれた相手の元を訪ねて旅

をするのですが、「そりゃあもう！」なことがいっぱい。

初めてのドキドキ感とウキウキ弾む気持ちが満載の絵本。

ドキュメント（湊かなえ）／Story for you（講談社）

／小説８０５０（林真理子）／百合中毒（井上荒野）

終活の準備はお済みですか？（桂望実）／旅するカ

ラス屋（松原始）／白鳥とコウモリ（東野圭吾）※（　　）内作者名

＼今月は７冊！／７
月

新
刊
本

『
方
丈
平
家
物
語
』

（
伊
藤
俊
也
／
幻
冬
舎
）

京
都
日
野
に
あ
る
某
寺
で
、
伝
鴨

長
明
作
「
方
丈
平
家
物
語
」
が
発

見
さ
れ
た
。
鴨
長
明
が
、
無
常
感

だ
け
で
な
い
彩
り
の
満
ち
た
自

ら
の
人
生
と
、
平
家
一
族
の
栄
枯

盛
衰
、
源
氏
の
台
頭
と
い
っ
た
同

時
代
を
重
ね
、
起
こ
っ
た
こ
と
、

見
た
こ
と
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
て

い
る
。
ま
さ
に
記
録
す
る
男
・
鴨

長
明
の
面
目
躍
如
を
果
た
し
た

こ
の
書
は
、
本
物
か
、
そ
れ
と
も

偽
物
か
―
。

『
身
近
な
雑
草
た
ち
の
軌
跡
』

（
森
昭
彦
／SB

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

「
雑
草
」
と
呼
ば
れ
る
身
近
な
植

物
を
中
心
に
、
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
美
麗
な
姿
か
ら
、
不
思
議
な
名

前
の
由
来
、
恐
ろ
し
く
多
彩
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ー
プ
な
生

態
ま
で
紹
介
。
ほ
ん
の
少
し
の

〝
ム
ダ
知
識
〞
で
、
ご
近
所
の
道

ば
た
や
空
き
地
も
輝
い
て
見
え
て

く
る
、
楽
し
き
《
植
物
観
察
ラ
イ

フ
》
を
ど
う
ぞ
。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

№185

『そりゃあもう
　　いい日だったよ』
（荒井良二/作　小学館）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00
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東京金山会通信 №27

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
二
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
五
二
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
キ
エ
子

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
安
堵
の
鯉
幟

息
災
を
宝
と
思
ふ
朧
の
夜

岸
　
　
　
昭
子

初
蝶
の
た
ど
た
ど
し
さ
も
寸
の
暇

孫
在
り
て
粽
送
れ
る
至
福
か
な

高
橋
　
　
洋
子

餌
を
撒
く
鯉
よ
り
早
く
寄
る
メ
ダ
カ

夫
と
ゆ
く
幻
想
の
森
繁
り
濃
し

鵜
沼
　
よ
し
子

藍
染
の
染
め
斑
が
好
き
夏
帽
子

少
年
の
瞳
眩
き
新
樹
光

阿
部
　
　
一
代

春
の
日
を
背
に
受
け
朝
の
茶
を
啜
る

霧
雨
に
萌
黄
の
春
が
進
み
ゆ
き

阿
部
　
サ
タ
エ

鯉
の
ぼ
り
コ
ロ
ナ
に
負
け
じ
と
勢
ひ
よ
き

病
癒
え
友
の
笑
顔
や
あ
や
め
咲
く

ま
ぶ
し

あ
ん
ど

き
お

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

独
り
占
め
居
間
よ
り
眺
む
山
桜

夫
瞑
る
墓
森
閑
と
春
の
暮

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

夏
の
月
ヒ
ロ
イ
ン
と
な
る
一
夜
か
な

芍
薬
を
手
向
け
て
報
ら
す
仲
間
入
り

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

蕗
を
煮
る
苦
み
も
大
地
の
恵
み
か
な

雹
降
り
て
変
わ
り
果
て
た
る
畑
の
様

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

ぼ
う
た
ん
や
崩
れ
て
庭
の
地
を
染
め
る

菖
蒲
湯
や
亡
父
の
笑
顔
の
見
え
隠
れ

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

窓
越
の
枝
垂
れ
る
梅
の
稔
り
か
な

五
月
雨
の
入
り
き
て
広
き
白
竜
湖

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

積
年
の
友
と
別
れ
や
梅
雨
の
中

懸
崖
の
青
葉
に
光
る
小
松
淵

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

草
笛
や
吾
に
は
遠
し
少
年
期

爆
音
の
去
り
て
静
も
る
植
田
の
面

ち
　
ゝ

さ
ま

つ
ま

も

　
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
鈴
木
で
す
！
馬
を
活

用
し
た
観
光
誘
客
、
関
係
人
口

の
創
出
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。
４
月
に
着
任
し
て

か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
３
ヶ
月

ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
広
報
が
出
る
７
月
の
頭
に

は
、
カ
ム
ロ
の
し
ん
き
ん
の
森

に
、
は
る
ば
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
新
し
い
馬
が
や
っ
て
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
馬
車
を
曳
い

た
り
、
重
い
荷
物
を
引
っ
張
る

大
き
な
馬
で
、
体
重
は
１
ト
ン

ほ
ど
あ
る
ら
し
い
の
で
す
が
、

実
物
は
来
て
か
ら
の
お
楽
し
み

で
す
。

　
こ
こ
最
近
の
私
の
活
動
は
、

セ
ラ
ピ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
研
修
を

し
な
が
ら
、
馬
を
迎
え
る
た
め

の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
馬
を

シエラのために、廐舎を整備しています！

Facebookで活
動を発信して
い ま す！ぜ ひ
チェックして
ください！

隊員　 鈴木　朋広
ともひろ№2

神室の放牧場と、馬の「きらら」と「つやひめ」です！

馬車馬シエラ、近日やってきます！

東京は街の草木が色濃く緑を帯びて、夏風の香りが少しずつ近づいています。暑さ対策の季節になりましたね。
今回も不定期掲載の「東京金山コラム」と「都会で頑張る金山出身者」をお届けします。

仕事終わりの夕暮れ時、芝大門から芝公園へ歩い
ていると、大きな東京タワーが目の前に。今夜も
優しいライトアップで綺麗な光に包まれている。

ふと夜空を見上げると、薄明かりのぼんやりした
空。やはり金山の夜空を思い出す。

「満天の星空」は金山の宝物

夏の金山の星空には、たくさ
んの星座があり、星があり、
見上げると、星に押しつぶさ
れるくらい、たくさんの星が
輝いている。

東京には金山のような満天の
星空はない。「満天の星空」
のシャワーを浴びに、星が降ってくるくらいの綺
麗な金山の夜空に、また会いにいきたい。

十日町出身の吉野ミヨ子（旧姓佐藤）です、85歳です。
日本橋の洋食店に嫁ぎ、長年家業を切り盛りしてきました。お店も今年で創業102
年になり息子が３代目を継いでいますが、私は今も毎日自宅から通い繁忙時間は接
客をしています。これまでに金山からも大勢の人が働きに来てくれました。中には
店で修業をして資格を取り巣立っていった人もおり、
その姿をみるのが楽しみでした。
いろいろ苦労もありましたが、金山気質の我慢強さと
生真面目で乗り越えてきました。店を次世代につなぎ、
元気に働き、余暇は趣味を楽しむ今が一番幸せだと感
じています。毎年のように帰っていた金山もこのコロ
ナの影響で帰ることが出来ずさみしいです。
今まで日常生活ではほとんど出なかった金山の言葉が、
このごろは頻繁に出るようになりました。懐かしい風
景や山菜の味、友人たち、やはりふるさとはいいですね、
いつまでも繋がっていたいです。
このコロナ禍を乗り切って、皆さんと懐かしいふるさとの話をする日が一日も早く
来ますことを願っています。

【都会でがんばる金山町出身者】　「東京金山コラム」Vol.６「東京タワーと星空」 13人目

放
牧
す
る
た
め
の
牧
草
地
の
準

備
を
し
た
り
馬
が
運
動
す
る
た

め
の
馬
場
を
整
備
し
た
り
。
馬

の
家
で
あ
る
廐
舎
を
整
備
し
た

り
と
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
馬

が
到
着
し
た
ら
早
速
馬
車
を
曳

く
練
習
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
カ
ム
ロ
近
辺
や
、
セ

ラ
ピ
ー
フ
ァ
ー
ム
周
辺
を
馬
車

で
歩
き
回
り
ま
す
。
上
手
に
馬

車
を
曳
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
早
く
多
く
の
人
に

馬
車
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
馬
車
や
大
き

な
馬
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
の
で
、
近
く
に
い

ら
し
た
際
は
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

き
ゅ
う
し
ゃ



　
現
在
、
マ
ル
コ
の
蔵
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
か
ね
や
ま
旬

彩
写
真
展
」。
主
催
は
、
金
山
写
心
倶
楽
部
。
そ
の
代
表
を

務
め
る
の
が
、
小
沼
均
さ
ん（
柳
原
）で
す
。
小
沼
さ
ん
は
、

カ
メ
ラ
そ
の
も
の
に
興
味
は
あ
っ
た
も
の
の
、
写
真
を
撮
る

の
は
、
入
学
式
や
運
動
会
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
み
。
数

年
前
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
星
景
写
真
教
室
に
行
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
本
格
的
に
写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
。

「
星
は
日
本
の
ど
こ
に
い
て
も
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

晴
れ
て
さ
え
い
れ
ば
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
神
秘
的

な
星
に
惹
か
れ
て
い
る
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

星
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
風
景
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ル
の
写
真
も
撮
っ
て
お
り
、
四
季
折
々
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を

写
真
に
収
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
55
回
山
形
写
真
展
に

お
い
て
応
募
総
数
２
０
８
２
点
の
中
か
ら
見
事
努
力
賞
を
受

賞
。「
入
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
偶
然
に
も
今

回
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
励
み
に
な
る
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
写
心
倶
楽
部
と
し
て
は
、
昨
年
「
親
父
達
の
道
楽
カ
メ
ラ

＆
写
真
展
」
を
開
催
し
、
愛
機
と
今
ま
で
撮
っ
た
写
真
を
展

示
。
県
内
外
か
ら
カ
メ
ラ
好
き
が
集
ま
る
と
い
う
大
盛
況
ぶ

り
を
見
せ
ま
し
た
。「
同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
達
と
情
報
交

換
を
し
た
り
、
活
動
す
る
こ
と
で
思
考
も
広
が
る
の
で
も
っ

と
い
い
写
真
を
撮
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
。」
と
語
る
小
沼

さ
ん
。
撮
っ
た
写
真
を
通
し
て
、
金
山
に
も
こ
ん
な
に
素
敵

な
場
所
が
あ
っ
て
、
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
町
内
外

の
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
太
陽
が
ジ
リ
ジ

リ
と
照
り
付
け
る

６
月
７
日
、
聖
火

リ
レ
ー
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
人
生
で
初
め
て
聖
火
を
間
近

で
観
覧
。
１
９
６
４
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
今
か
ら
約
55
年
前
の

こ
と
。
次
に
日
本
で
聖
火
を
見
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
な
ぁ
と
思
い

つ
つ
、
今
回
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
こ
と
本
当
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

▼
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
野
外
で
の
活
動
や
、
人
と
人

と
の
距
離
が
十
分
に
取
れ
る
場
合

は
、
適
宜
マ
ス
ク
を
外
す
な
ど
熱

中
症
を
予
防
し
て
、
夏
も
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

編
集

 

後
記

キ ラ リ
金 山 び と

№６

◎小沼さんの作品　（有屋地域　風の丘公園とホタル）

写真やカメラを通した仲間づくり
　　自分が楽しいと思える趣味をいつまでも――

小沼　均さん （69）　＝ 柳原 ＝

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,172人 （５月末現在）
男　性　2,531 人（－９）
女　性　2,641 人（－４）
世帯数　1,748 世帯

▼５月の異動
　出生 5　人
　死亡 13　人
　転入 3　人
　転出 8　人

■
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